
新
潟
県
柔
道
連
盟 

 
創
立
七
十
周
年
記
念
行
事
の
ご
案
内 

 

拝
啓 

陽
春
の
候
、
貴
職
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
本
連
盟
は
昭
和
二
十
三
年
五
月
、
新
潟
県
柔
道
有
段
者
会
を
継
承
し
た
新
潟
県
柔
道
連
盟
を
発

足
し
て
か
ら
今
年
度
創
立
七
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
本
県
の
柔
道
の
発
展
振

興
は
も
と
よ
り
柔
道
を
通
じ
た
人
づ
く
り
に
尽
力
で
き
ま
し
た
の
は
、
ひ
と
え
に
先
達
の
諸
先
輩
方
を
は

じ
め
と
す
る
多
く
の
皆
様
方
の
ご
協
力
と
ご
支
援
の
賜
物
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
七
十
年
の
歩
み
を
振
り
返
る
と
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
発
展
を
期
す
る
た
め
、
左
記

に
よ
り
創
立
七
十
周
年
記
念
行
事
を
挙
行
い
た
し
ま
す
。
ご
多
用
の
こ
と
と
は
存
じ
ま
す
が
、
ご
臨
席
を

賜
り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

敬
白 

 
 

平
成
三
十
年
五
月
吉
日 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

新
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県
柔
道
連
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創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

実
行
委
員

長
（
県
柔
連
会

長
） 

立
川
克
雄 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

副
実
行
委
員
長
（
県
柔
連
副
会
長
） 

竹
原
貞
勝 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

副
実
行
委
員
長
（
県
柔
連
副
会
長
） 

水
信 

健 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

副
実
行
委
員
長
（
県
柔
連
副
会
長
） 

五
十
嵐
聖
一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

副
実
行
委
員
長
（
県
柔
連
副
会
長
） 

貝
沼 

尚 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

副
実
行
委
員
長
（
県
柔
連
理
事
長
） 
河
内 

亮 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記 

  
 
 
 
 

期 
 
 

日 
 
 

平
成
三
十
年
七
月
一
日(

日) 

 
 
 
 
 

会 
 
 

場 
 
 

新
潟
東
映
ホ
テ
ル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
潟
市
中
央
区
弁
天
二
❘
一
❘
六 

℡
０
２
５
❘
２
４
４
❘
７
１
０
１ 

 
 
 
 
 

記

念

式

典 
 
 

午
後
四
時
（
受
付 

午
後
三
時
十
五
分
） 

 
 
 
 
 

記
念
祝
賀
会 

 
 

午
後
四
時
四
十
分 

 
 
 
 
 

会 
 
 

費 
 
 

七
千
円 

  

※
ご
出
席
に
つ
き
ま
し
て
は
別
紙
一
覧
表
で
左
記
の
連
絡
先
へ
六
月
十
五
日(

金)

ま
で
各
所
属
（
上
越
・

中
越
・
下
越
・
新
潟
・
佐
渡
地
区
及
び
高
体
連
・
中
体
連
・
少
年
団
・
警
察
の
登
録
団
体
を
通
し
、
お

申
し
込
み
下
さ
い
。
郵
送
の
み
で
の
受
付
と
な
り
ま
す
。
六
月
十
五
日
必
着 

 

申
し
込
み
先 

〒
９
５
０
―
３
１
３
３ 

新
潟
市
北
区
す
み
れ
野
二
―
十
二
―
三
十
三 

 

新
潟
県
柔
道
連
盟
事
務
局
長 

 
 

渡
辺
久
雄 

 


